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緑の地球新聞

環
境
保
護
林
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る 

ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
植
林
事
業

―
２
０
２
５
年
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
―

１
．�

ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
植

林
事
業
地
の
概
況

植
林
場
所
は
、
ラ
オ
カ
イ
省
シ
マ
カ
イ

郡
の
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
で
す
。（
省
は
日

本
の
都
道
府
県
に
あ
た
る
地
方
行
政
区
画
の
単

位
で
す
。）

植
林
地
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
北
部
は
温
帯

性
（
亜
熱
帯
）
気
候
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
５
年
の
平
均
気
温
は
、
例
年
と
ほ

ぼ
同
じ
約
20
℃
で
し
た
。

３
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
４
～
５
か
月

連
続
で
高
温
が
続
き
、
１
日
の
平
均
気
温

が
28
℃
を
超
え
た
一
方
、
最
も
寒
い
11
～

　

当
基
金
が
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
２
０
２
５
年
３
月
ま
で
の
５
年
間
、
ベ
ト
ナ
ム

で
実
施
し
た
「
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
環
境
保
護
植
林
事
業
」
は
、
３
万
本
の
植
林

を
行
い
、
成
功
裏
に
終
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
、
本
件
事
業
の

２
０
２
５
年
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
が
送
付
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　

馬ば

尾び

松し
ょ
うの
苗
木
が
順
調
に
生
育
し
、
当
初
計
画
さ
れ
た
環
境
保
護
林
が
、
し
っ
か
り

と
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
様
子
な
ど
が
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
の
平
均
気
温
は
10
℃
に
止
ま
り
、
日

に
よ
っ
て
は
２
℃
ま
で
下
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
低
温
は
し
ば
し
ば
霜
を
伴
う

た
め
、
作
物
の
生
育
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

２
．
苗
木
の
生
育
状
況

①
馬ば

尾び

松し
ょ
う（
タ
イ
ワ
ン
ア
カ
マ
ツ
）の
苗
木

２
０
２
０
年
８
～
９
月
に
２
万
７
，

０
０
０
本
植
栽
さ
れ
た
馬
尾
松
の
苗
木

は
、
順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
２
月
現
在
、
若
木
の
平
均

樹
高
は
約
４
ｍ
か
ら
８
ｍ
、
幹
周
約
45
㎝

に
達
し
て
い
ま
す
。
成
長
は
比
較
的
均
一

で
す
（
写
真
２
、３
、４
）。

２
０
２
３
年
に
は
、
枯
れ
た
若
木
等
に

対
応
し
て
１
，
０
０
０
本
の
苗
木
を
補
植

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
５
年
に
は
、
雑
草
や
蔓
の
除
去
な

ど
の
手
入
れ
や
枝
打
ち
な
ど
、
森
林
保
護

対
策
の
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の

植
栽
密
度
（
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り

２
，
０
０
０
本
）
で
、
す
で
に
森
林
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
苗
木
の
生
存
率

は
約
90
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
追

加
の
補
植
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
種
子

カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
、
２
０
２
０

年
10
～
11
月
に
、
森
林
区
画
の
境
界
線
に

沿
っ
て
３
，
０
０
０
本
分
が
直
播
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
種
子
か
ら
育
て
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
植
林
場
所
が
岩
石
の
割
合

が
高
い
土
壌
特
性
を
有
す
る
地
で
あ
っ
た

た
め
、
多
く
が
枯
死
し
、
生
存
数
は
約

（写真２）�今般の植林地の風景。環境保護のための立派な
植林地が形成されつつあります。

（写真1）ベトナムの地図
ラオカイ省は中国との国境沿い
にあり、ベトナムの最北部に位
置しています。
首都ハノイ（地図ではラオカイ
のやや右下に表示。）から約290
㎞離れており、車、鉄道で約４
時間かかります。植林現場は、
このラオカイの中心地からさら
に約100㎞奥まったところです。
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４
０
０
本
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

２
０
２
５
年
度
の
１
年
間
の
生
存
数
は
、

安
定
的
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
６

年
２
月
現
在
、
生
存
し
て
い
る
カ
ン
ト
ン

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
平
均
樹
高
は
約
６
ｍ
、
幹

周
約
10
㎝
に
達
し
、
し
っ
か
り
と
成
長
し

て
い
ま
す
。

３
．�

終
わ
り
に

―

植
林
事
業
を 

振
り
返
っ
て
の
所
見

本
件
植
林
事
業
に
お
い
て
は
、
①
植
林

地
が
住
宅
地
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
植

林
地
の
手
入
れ
の
た
め
の
移
動
が
非
常
に

困
難
だ
っ
た
こ
と
、
②
植
林
地
が
急
峻
な

地
形
で
、
多
く
の
蔓
や
低
木
の
成
長
が
非

常
に
早
く
、
植
林
の
世
話
を
す
る
地
元
の

人
々
に
多
く
の
困
難
を
も
た
ら
し
た
こ

と
、
③
２
０
２
２
年
か
ら
引
き
続
く
円
相

場
の
大
幅
下
落
（
円
安
）
の
た
め
、
当
基

金
か
ら
の
助
成
金
（
円
建
て
）
が
ベ
ト
ナ

ム
・
ド
ン
に
換
算
し
て
大
幅
に
減
価
し
て

し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
事
業
資
金
の
大
幅

な
不
足
が
生
じ
る
な
ど
、
様
々
な
困
難
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
報
告
に
よ
る
と
、
現

在
も
、
樹
木
の
手
入
れ
や
枝
打
ち
な
ど
の

森
林
維
持
管
理
に
必
要
な
資
金
が
不
足
し

て
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
幾
多
の
困
難
が

あ
っ
た
も
の
の
、
植
林
事
業
を
実
施
し
た

５
年
間
に
加
え
、
そ
の
後
今
日
ま
で
の
１

年
間
、
事
業
は
概
ね
順
調
に
実
施
さ
れ
、

当
初
計
画
さ
れ
た
環
境
保
護
林
が
し
っ
か

り
と
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
官
民
挙
げ
て

の
真
摯
な
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
対
応
に
深
く
感
謝
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
を
遂
行

出
来
た
の
は
、
当
基
金
の
会
員
の
皆
様
、

及
び
貴
重
な
ご
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
か
ら
の

寄
付
金
を
原
資
と
す
る
当
基
金
の
助
成
事

業
（
２
０
２
６
年
度
は
14
団
体
に
助
成
）

に
関
し
て
、
各
助
成
団
体
の
２
０
２
６
年

度
の
活
動
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー

ド
」
を
利
用
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
際
に
、
カ
ー
ド
利
用
額
の
０
．
５
％

に
相
当
す
る
金
額
が
、
三
井
住
友
カ
ー
ド

株
式
会
社
か
ら
「
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」

に
寄
付
さ
れ
、
当
基
金
を
通
じ
て
、
国
内

外
で
様
々
な
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
各
種
団
体
に
資
金

助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
２
０
２
５
年
度
の
助
成
金
実

績
は
８
７
７
万
余
円
で
し
た
。

（
熱
帯
林
を
守
り
育
て
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

熱
帯
森
林
保
護
団
体

ア
マ
ゾ
ン
は
異
常
気
象
の
影
響
の
み
な

ら
ず
諸
々
の
開
発
に
よ
り
熱
帯
林
が
減
少

し
、
そ
の
結
果
、
記
録
的
な
干
魃
と
高
温

化
で
火
災
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
世
界
の

熱
帯
林
焼
失
の
42
％
を
占
め
る
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
、
前
年
の
６
倍
の
森
林
が
焼
失
し
ま

し
た
。

当
会
の
支
援
対
象
地
域
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
再
生
不
可
能
な
深
刻
な
状
況
に

陥
っ
て
い
ま
す
が
、
現
地
住
民
の
カ
ヤ
ポ

族
、
ジ
ュ
ル
ー
ナ
族
が
熱
帯
林
再
生
の
策

と
し
て
植
林
事
業
の
援
助
協
力
を
仰
い
で

き
て
い
ま
す
。
当
会
は
ア
マ
ゾ
ン
の
回
復

を
信
じ
、
経
費
を
含
め
１
本
千
円
で
こ
の

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

（
尾
瀬
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

尾
瀬
は
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
残

す
べ
き
自
然
資
産
と
し
て
法
的
に
も
保
護

規
定
の
あ
る
自
然
公
園
で
す
。
健
全
な
自

然
が
あ
っ
て
の
観
光
な
は
ず
で
す
が
、
近

視
眼
的
な
行
政
施
策
に
よ
り
あ
る
べ
き
姿

と
は
異
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

当
会
は
尾
瀬
を
「
次
世
代
に
自
然
環
境
を

そ
の
ま
ま
残
そ
う
」
と
い
う
志
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
道
半
ば
で
す
。　

２
０
２
６
年
度
も
、
尾
瀬
ヶ
原
の
環
境

Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
や
野
鳥
、
外
来
植
物
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ま
た
保
護
活
動
の
後
継
者
育
成

「
尾
瀬
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
」

も
実
施
し
ま
す
。

（
立
山
連
峰
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

立
山
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

過
去
21
年
間
に
わ
た
っ
て
立
山
の
山
地

帯
～
高
山
帯
で
、
種
子
散
布
源
と
な
っ
て

い
る
地
点
を
中
心
に
外
来
植
物
の
除
去
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
度
は
、
立
山
地
域
で
未
記

載
の
雑
種
と
思
わ
れ
る
イ
タ
ド
リ
の
形
態

（写真４）成長した馬尾松②。
　　 �樹木を計測する担当者。2020年に２万 7,000 本植林した馬尾松。生育は良好で、�

樹高平均は４～８ｍ、幹周約45cmに達しています。

（写真３）�成長した馬尾松①。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
助
成
団
体
の

２
０
２
６
年
度
の
活
動
予
定
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学
的
特
徴
や
分
布
に
つ
い
て
解
明
す
る
予

定
で
す
。

富
山
県
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
自
然
保

護
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
、
活
動
の
裾
野

が
広
が
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
室
内
例
会

や
自
然
観
察
会
を
実
施
し
、
41
年
目
の
ブ

ナ
活
力
度
調
査
や
、
19
年
目
と
な
る
呉
羽

丘
陵
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
，

０
０
０
里
地
調
査
も
継
続
し
ま
す
。

（
白
保
の
サ
ン
ゴ
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

夏
花

沖
縄
県
石
垣
島
の
東
海
岸
に
位
置
す
る

白
保
の
海
に
は
北
半
球
最
大
規
模
の
ア
オ

サ
ン
ゴ
群
集
が
あ
り
、
国
立
の
海
中
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
引
き
続
き
、
沖
縄
県

特
有
の
環
境
問
題
で
あ
る
農
地
か
ら
の
赤

土
流
出
防
止
対
策
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
植
栽
の
実
施
や
、
年
４
回
の
赤
土
体

積
量
調
査
、
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
水
温
計

を
設
置
し
、
年
間
の
海
水
温
変
化
の
デ
ー

タ
化
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
底
生
生

物
の
多
様
性
調
査
、
サ
ン
ゴ
の
成
長
、
白

化
等
の
調
査
を
行
い
、
結
果
を
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
独
自
の
新
聞
等
で
周
知
し
ま
す
。

環
境
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ゴ
礁

保
全
に
関
わ
っ
て
き
た
大
学
等
と
協
働
し

て
新
し
い
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会
は
、
ネ
パ
ー
ル
～

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

桶
ケ
谷
沼
を
考
え
る
会

日
本
一
の
ト
ン
ボ
の
楽
園「
桶
ヶ
谷
沼
」

の
環
境
保
護
、
特
に
絶
滅
危
惧
種
ベ
ッ
コ

ウ
ト
ン
ボ
種
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
、当
会
の
40
周
年
と
、

子
供
達
と
の
「
自
然
塾
」
10
周
年
が
重
な

る
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

保
護
保
全
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
先
ま
で
見

据
え
た
議
論
検
討
を
行
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
保
全
保
護
活
動
は
継
続
実
施

し
ま
す
。
ま
た
沼
本
体
か
ら
の
確
た
る
出

現
の
為
の
活
動
に
企
画
・
実
施
を
行
い
ま

す
。
人
の
手
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
ご
支

援
く
だ
さ
い
。

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

桶
ケ
谷
沼
を
考
え
る
会

20
年
間
、
耕
作
放
棄
地
を
田
ん
ぼ
に
戻

し
て
、
農
業
体
験
の
イ
ベ
ン
ト
と
、
そ
こ

に
生
き
物
の
住
む
場
所
を
作
っ
て
い
ま
す
。

沢
山
の
カ
エ
ル
と
虫
達
を
求
め
て
、
今

年
も
サ
シ
バ
が
子
育
て
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
泥
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
笑
う
子
供
た
ち
。
薪
で
お
湯
を
沸
か

し
て
、
服
ご
と
洗
い
ま
す
。

地
元
、
千
葉
県
袖
ヶ
浦
の
団
体
主
催
の

生
物
多
様
性
映
画
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

で
、
地
元
に
生
息
す
る
リ
ス
、
鷹
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
毎
月
の
生
態
調
査
も
10
年
以
上
続
け

て
い
ま
す
。　

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
の
山
岳
農
村
部
で
、植
林・

果
樹
栽
培
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を

通
じ
た
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
当
会
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
実
施
し
た
、
ポ
カ
ラ
の
駒
ヶ
根
公
園

や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
街
道
へ
の
サ
ク
ラ
苗
の

景
観
創
成
植
栽
を
継
続
し
ま
す
。

さ
ら
に
ネ
パ
ー
ル
西
部
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
県

の
遠
隔
農
山
村
で
は
、
植
林
と
果
樹
栽
培

（
キ
ウ
イ
、
レ
モ
ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な

ど
）、チ
ー
ズ
工
房
支
援
（
パ
ウ
ダ
ル
村
）、

女
性
に
よ
る
紙
漉
き
・
機
織
り
工
房
の
支

援
（
サ
リ
ジ
ャ
村
）、
ム
ス
タ
ン
・
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
再
生
復
興
（
ジ
ョ
ム
ソ

ム
）
な
ど
、
自
活
自
営
支
援
で
地
域
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
を
推
し
進
め
ま
す
。

（
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

遠
州
灘
海
岸
で
繁
殖
す
る
絶
滅
危
惧
種

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
浜
松
市
指
定
文
化
財

で
静
岡
県
希
少
野
生
動
植
物
保
護
指
定
種

で
す
。

し
か
し
現
在
、
県
お
よ
び
市
は
、
繁
殖

地
に
隣
接
す
る
地
区
に
ド
ー
ム
球
場
の
建

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
夜
間
照
明
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
繁
殖
行
動
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。繁
殖
地
を
守
る
た
め
に
は
、

今
後
も
継
続
的
な
繁
殖
調
査
を
続
け
、
市

民
へ
現
状
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
観
察
会
の
開
催
や
署
名
活
動

を
通
じ
て
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
、
県

お
よ
び
市
に
繁
殖
地
保
全
を
求
め
る
要
望

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

（
ゾ
ウ
を
守
る
カ
ー
ド
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護
基
金

象
牙
目
的
の
密
猟
に
よ
っ
て
絶
滅
の
お

そ
れ
が
高
ま
る
ア
フ
リ
カ
の
ゾ
ウ
に
と
っ

て
、
未
だ
オ
ー
プ
ン
に
象
牙
を
販
売
し
て

い
る
日
本
の
象
牙
市
場
は
脅
威
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
希
少
種
の
国
内
販
売
を
規
制
す

る
種
の
保
存
法
の
改
正
は
２
０
２
７
年
へ

と
先
送
り
と
な
り
、
象
牙
販
売
の
規
制
強

化
が
盛
り
込
ま
れ
る
か
ど
う
か
も
不
透
明
。

２
０
２
６
年
度
は
、
関
係
省
庁
、
国
会

の
ほ
か
、
消
費
者
へ
の
は
た
ら
き
か
け
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。
11
月
に
は
、
ワ
シ

ン
ト
ン
条
約
会
常
設
委
員
会
に
参
加
し
、

関
係
者
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

真
庭
遺
産
研
究
会

岡
山
県
北
部
中
国
山
地
の
麓
に
広
が
る

山
村
地
帯
は
、
全
国
最
大
の
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
で
す
。
し
か
し
、

生
息
地
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
繁
殖

域
の
縮
小
や
、
個
体
数
の
減
少
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
、
チ
ュ
ウ
ゴ
ク

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
移
入
や
侵
入
も

懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
、
下
和
川
水
系
お
よ

び
倉
見
川
に
お
い
て
、
生
息
環
境
の
保
全

と
再
生
と
と
も
に
、
外
来
種
の
移
入
や
侵

入
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
対
策
に
取
り
組

み
、
活
動
の
規
模
拡
大
を
進
め
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

一
般
社
団
法
人　

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
）
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使用済み切手等売上表
（12月16日～3月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 162,865 円

未使用／書き損じハガキ 27,270 円

外国コイン＆紙幣 0 円

合　　　　　計 190,135 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用
済み切手などをお送り下さり
ありがとうございます。
　当基金では、皆さまからお
送りいただいた「未使用／使
用済み切手」「未使用／書き損
じハガキ」「外国コイン＆紙幣」
の売上金を植林活動等に役立
てています。引き続き、ご協
力の程お願いいたします。

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

２
０
２
０
年
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ
ル

ネ
オ
島
東
部
で
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
団

体
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
連
携
し
て
、
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
保
護
活
動
の
基
盤
と
な
る
植
林

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
度
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
運
営
す

る
保
護
施
設
の
周
辺
で
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

の
食
糧
と
な
る
果
樹
の
植
林
に
加
え
、
保

護
林
の
境
界
周
辺
に
お
い
て
野
生
の
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
と
住
民
と
の
衝
突
を
防
ぐ

「
緑
の
緩
衝
地
域
」
を
設
け
る
た
め
の
植

林
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ワ
ガ
タ
探
検
隊

大
阪
北
部
の
『
明
治
の
森
箕
面
国
定
公

園
』
が
活
動
の
舞
台
で
す
。

活
動
の
柱
は
、
①
四
季
変
化
「
自
然
探

検
活
動
」、
②
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
創

作
昆
虫
紙
芝
居
」、③
カ
ブ
ト
ム
シ
の
「
自

然
産
卵
養
育
場
」、
④
ク
ヌ
ギ
苗
の
「
植

樹
活
動
」で
す
。
古
来
か
ら
の
自
然
感《
共

生
・
畏
敬
・
感
謝
》
に
基
づ
い
た
直
接
体

験
を
通
じ
て
、『
未
来
の
森
の
守
り
人
』

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
も
、
協
働
（
行
政
＆
公

財
＆
企
業
＆
地
域
）
し
て
の
活
動
を
持
続

し
ま
す
。（
活
動
回
数
は
、
３
７
０
回
を

超
え
て
い
ま
す
。）

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Hope & Faith Internatonal

ネ
パ
ー
ル
国
ヌ
ワ
コ
ッ
ト
郡
ビ
ド
ー
ル

市
で
増
え
る
耕
作
放
棄
地
を
有
効
活
用

し
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
景
観
を

維
持
発
展
さ
せ
る
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
過
疎
化

地
域
で
の
環
境
保
全
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
、
２
年
目
に
な
り
ま

す
。
昨
年
度
植
樹
し
た
モ
リ
ン
ガ
、
ウ
コ

ン
、
ア
マ
ラ
が
概
ね
順
調
に
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
育
成
地
域
の
拡
大
化
を
図

り
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
景
観
維

持
・
発
展
へ
の
理
解
を
深
め
、
村
で
の
意

識
向
上
、
協
力
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
耕

作
放
棄
地
の
自
生
樹
木
・
作
物
の
植
栽
方

法
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
学
び
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

公
益
財
団
法
人　

日
本
野
鳥
の
会
佐
賀
県
支
部

九
州
初
で
繁
殖
を
続
け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
繁
殖
成
功
率
を
上
げ
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

現
地
は
、
子
育
て
餌
の
大
半
を
カ
エ
ル

や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
頼
る
環
境
で
す
。

そ
の
た
め
親
鳥
は
、
ヒ
ナ
の
孵
る
春
先
の

周
囲
の
餌
事
情
で
間
引
き
の
有
無
・
羽
数

を
決
め
ま
す
。
気
温
に
影
響
さ
れ
ず
安
定

的
に
餌
が
確
保
出
来
る
様
、
隣
接
す
る
ハ

ス
田
に
魚
類
を
導
入
し
増
殖
す
る
た
め
の

整
備
を
し
ま
す
。

今
年
で
５
年
目
の
繁
殖
で
す
が
、
こ
こ

佐
賀
県
白
石
町
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
巣
立

ち
前
に
12
羽
、
巣
立
ち
後
３
羽
が
落
鳥
す

る
厳
し
い
状
況
の
中
、
命
を
繋
い
で
い
ま

す
。

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

新
井
剛
、
伊
藤
綾
子
、
伊
藤
伸
子
、
上

村
嘉
枝
子
、
上
村
眞
理
子
、
川
上
洋
一
、

岸
裕
子
、
帰
城
達
矢
、
古
賀
智
子
、
小
林

茜
音
、
佐
藤
充
、
清
水
久
美
子
、
末
松
大

輔
、
鈴
木
邦
明
、
高
橋
ゆ
か
、
高
畠
チ
ェ

ス
ナ
ッ
ト
尚
子
、
田
中
麻
貴
、
徳
弘
泰
子
、

富
沢
千
代
、
中
塚
徳
子
、
中
野
寿
人
、
中

村
千
代
子
、
福
島
尚
子
、
福
西
邦
子
、
堀

博
美
、
松
原
好
彦
、
矢
野
美
由
紀
、
山
谷

享
子
、
匿
名　

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

（
社
）
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｕ

ｍ
ｉ
ｏ
ｓ
㈱
、
㈱
太
田
組
、
柏
市
国
際
交

流
協
会
、（
社
）
北
広
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
共
和
食
品
㈱
、
㈱
さ
く
ら
工
業
所
、

三
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
静
岡
県
西
部

出
納
室
、
清
水
建
設
㈱
北
陸
支
店
、
社
会

保
険
労
務
士
法
人
見
世
事
務
所
、
住
電
装

プ
ラ
テ
ッ
ク
㈱
、
生
長
の
家
白
鳩
会
東
京

第
二
教
区
連
合
会
、
積
水
ハ
ウ
ス
シ
ャ
ー

メ
ゾ
ン
Ｐ
Ｍ
中
部
㈱
、
大
成
有
楽
不
動
産

㈱
、
タ
チ
バ
ナ
工
業
㈱
、「
小
さ
な
親
切
」

運
動
岡
山
県
本
部
、（
社
）
津
幡
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
東
京
管
理
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

（
独
）
都
市
再
生
機
構
九
州
支
社
、（
公
財
）

豊
橋
善
意
銀
行
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
富
山
㈱
、
豊
後
高
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
前
田
建
設
工
業
㈱
、
㈱

ミ
ル
ッ
ク
ス
関
東
機
材
セ
ン
タ
ー
、
㈱
明

誠
、
㈱
守
谷
商
会
名
古
屋
支
店
、
㈱
リ
ブ

ド
ゥ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
㈱
ロ
ム
テ
ッ

ク
、
和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
、

（
社
）
輪
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

寄
付
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

大
熊
泰
江
、
紙
本
園
恵
、（
一
社
）
ジ
ャ

パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、
㈱
乗
馬
ク

ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、
幅
田
博
樹
、
東
く
み
子
、

三
井
住
友
カ
ー
ド
㈱
、
森
口
修


